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ミズナラの葉が黄色く色づき始めました。晴れると汗

ばむ日もありますが、さすがに朝晩の冷え込みはこの

時期らしくなってきました。

秋の枯れヨシに目を凝らすと、白い塊が３つ見えまし

た。タンチョウの親子がゆったりと毛づくろい。幼鳥

が大きくなって姿を見かける機会も増えてきました。

親子水入らずの邪魔はせず、温かく見守ってあげま

しょう。

ようやくの秋　佇む親子

月刊 通信



○コース案内
外回り：約３．１ｋｍ（木道部分２．０ｋｍ、軌道跡部分１．１ｋｍ）
中回り：約２．０ｋｍ（木道部分１．４ｋｍ、軌道跡部分０．６ｋｍ）
小回り：約０．５ｋｍ（木道部分０．３ｋｍ、軌道跡部分０．２ｋｍ）
※２０ｍおきに木道の縁に番号札が付いています。
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☆☆☆　温根内木道周辺で見られた自然（9/15 ～ 10/14）　☆☆☆

○表紙の写真 上：タンチョウの親子　下：ミズナラの葉
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【クジャクチョウ】タテハチョウ科

湿原で飛んでいるのは、この種が多

い気がします。水玉のような模様が

美しく、引き込まれてしまいます。

幼虫の食草はエゾイラクサなど。

【エゾオオヤマハコベ】

ナデシコ科　蝦夷大山繁縷

やや湿った場所に生育し、しぶと

く花をつけていました。細かく裂

けてはいますが、花弁は 5 枚。

【ヤマドリゼンマイ】

ゼンマイ科　山鳥薇

紅葉するシダ植物の仲間。黄金色

の葉を広げ、秋の湿原に彩りを与

えます。

ビジターセンター

【アカタテハ】　タテハチョウ科

温根内ではあまり見かけない種で

す。本種も幼虫の食草はエゾイラ

クサなので、もっといてもおかし

くないのかもしれません。

【エルタテハ】　タテハチョウ科

成虫で越冬するタテハチョウの仲

間は、冬を控えてそろそろ越冬場

所を探しているようです。本種は

VC の壁に止まっていました。

【コクワ（実）】

マタタビ科　小桑

別名サルナシ。ヤマブドウなどの

実は今年いまひとつですが、本種

は順調に実をつけています。

全区間通行可
※ 10/20 から一部通行止め
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☆☆☆　温根内木道周辺で見られた野鳥（9/15 ～ 10/14）　☆☆☆

【エゾビタキ】　旅鳥

ヒタキ科　蝦夷鶲

日本を通過していく旅鳥で、温根

内では稀。コサメビタキに似ます

が、胸に明瞭な縦斑が見られます。

【ヒガラ】　留鳥

シジュウカラ科　日雀

他の種と混群を作って行動し餌を

探していました。カラ類の中では

最も小さい種です。

【クロジ】　夏鳥

ホオジロ科　黒鵐

アオジの群れに数羽確認できまし

た。夏鳥ですが温根内では繁殖は

せず、春と秋に見かけます。

※温根内木道周辺の植物を折ったり持ち帰ったりしないようお願いします。また、木道から降りて写真を撮ることは

　おやめください。皆様が気持ちよく散策・観察できるようご理解とご協力をお願いします。

○温根内木道周辺で観察された花と鳥（9/15 ～ 10/14）

花（和名は五十音順）　* 外来種 24 セイヨウタンポポ * 47 ヨシ 23 ヒバリ

1 アキノウナギツカミ 25 タニソバ 鳥（和名は日本鳥類目録第 7 版の順） 24 ヒヨドリ

2 アメリカセンダングサ * 26 トウヌマゼリ 1 ヒシクイ 25 ウグイス

3 イヌタデ 27 ドクゼリ 2 キジバト 26 エナガ

4 イヌトウバナ 28 ナガバノウナギツカミ 3 アオサギ 27 メジロ

5 ウシハコベ 29 ナガボノシロワレモコウ 4 タンチョウ 28 コヨシキリ

6 ウメバチソウ 30 ナギナタコウジュ 5 クイナ 29 ゴジュウカラ

7 エゾイヌゴマ 31 ハッカ 6 タシギ 30 キバシリ

8 エゾイラクサ 32 ハナタデ 7 トビ 31 ミソサザイ

9 エゾオオヤマハコベ 33 ハンゴンソウ 8 オジロワシ 32 ノビタキ

10 エゾゴマナ 34 ヒメジョオン * 9 チュウヒ 33 エゾビタキ

11 エゾトリカブト 35 ヒヨドリバナ 10 ノスリ 34 キセキレイ

12 エゾヤマアザミ 36 ヘラバヒメジョオン * 11 コゲラ 35 ビンズイ

13 エゾリンドウ 37 ホソバアカバナ 12 オオアカゲラ 36 タヒバリ

14 オオバセンキュウ 38 ホソバイラクサ 13 アカゲラ 37 カワラヒワ

15 オオヨモギ 39 ミソガワソウ 14 クマゲラ 38 マヒワ

16 カタバミ 40 ミゾソバ 15 ヤマゲラ 39 ベニマシコ

17 クサノオウ 41 ミチヤナギ 16 モズ 40 シメ

18 クサフジ 42 ミツガシワ（不時現象） 17 カケス 41 アオジ

19 コウゾリナ 43 ミツバフウロ 18 ハシボソガラス 42 クロジ

20 コガネギク 44 ミミナグサ 19 ハシブトガラス 43 オオジュリン

21 サラシナショウマ 45 ヤナギタウコギ 20 ハシブトガラ

22 サワギキョウ 45 ヤブマメ 21 ヒガラ

23 シロツメクサ * 46 ヤマハギ 22 シジュウカラ

夏が過ぎ、鳥たちにとっては渡りの時期を迎えており、釧路湿原でも様々な種類の野鳥が見られています。そろそろ上空を通

過していくオオハクチョウも見られることでしょう。マヒワやカケスといった、漂鳥も確認されています。

10 月 20 日（金）より、傷みの激しい木道部分の改修工事

が行われます。この工事に伴い、右の図に示した赤線区間が

通行止めとなりますのでご注意ください。また、この工事が

終わった後（2 月 4 日頃を予定）、別の区間の改修工事が始

まり、通行止めの区間も変わる予定です。詳しくは当センター

の Facebook や、環境省釧路自然環境事務所 HP 等をご確

認ください。

ご不便をおかけしますが、皆様が気持ちよく散策できるよう、

工事をしておりますので、ご理解をお願いいたします。

☆☆☆ 10/20（金）より木道の工事が始まります ☆☆☆
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　　　　　　　 ：

開館時間：9：00 ～ 17：00（11 月～ 3 月は 16：00 まで）

休館日：毎週火曜日（12/29 ～ 1/3 は休館）　入館無料
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温根内ビジターセンター  フェイスブック

〇「ザリガニウォッチング 2 ～ニホンザリガニ編～」 10 月 1 日　参加者：12 名 講師：照井滋晴（NPO 法人 PEG）

日本固有種のザリガニ、ニホンザリガニについて学び実際に探しに行く、恒

例の行事を行いました。講師の照井氏からはまず、館内でクイズを交えつつ、

ザリガニの種ごとの特徴や生態をレクチャーいただきました。その後、鶴居

軌道跡の水辺を中心にニホンザリガニ探しを開始しました。流れのある沢で

たも網を使って泥を一緒に掬うと、ザリガニは見つからないものの、中に小

さな魚類を発見。エゾトミヨやエゾホトケドジョウといった希少な魚を見つ

けました。さらに先に進んでいくと、

朽木の下からこの日第一号のニホンザ

リガニを発見！コツを掴んだ子どもたちも、次々と朽木の下から発見し、歓声

が上がりました。体長 6cm ほどの立派な個体から、今年生まれたと思われる

小さな個体まで様々な大きさのニホンザリガニが見つかり、無事この環境下で

繁殖していることも確認できました。この日は本イベント開催以来の最高記録

となる、6 尾のニホンザリガニを確認しました。じっくりと観察できたこの日

の参加者も、大満足のイベントとなりました。

☆☆☆☆　イベントのご案内（11 月）事前の申し込みが必要です　☆☆☆☆
申し込みは開催日の 1 か月前から受け付けています

～開館時間が変わります～

11 月から当センターの開館時間は

16 時までとなります。16 時の閉館

をもってトイレもご利用できなくなり

ますのでご注意ください。

また、日の入り時刻も早くなってきて

おります。午後からの散策には、お時

間に余裕を持ってお楽しみください。

☆☆☆☆　自然ふれあい行事が開催されました　☆☆☆☆

○ 自然ふれあい行事　⇒お申し込み☎ 0154-65-2323

♪初冬の植物を見に行こう

　〔日時〕11 月 12 日（日）10：00 ～ 12：00

   〔定員〕15 名（小学生は保護者同伴）　〔参加費〕無料　〔場所〕温根内ビジターセンター

　これから厳しい冬を迎える湿原。植物たちはどのような戦略で冬を乗り切るのでしょうか。

♪クリスマスリースを作ろう

　〔日時〕11 月 26 日（日）13：00 ～ 15：00 

   〔定員〕15 名（小学生は保護者同伴）　〔参加費〕￥500（材料費）

　〔場所〕温根内ビジターセンター

　もうすぐクリスマス。自然の素材を使ってオリジナルリースを作成しましょう。

○塘路湖エコミュージアムセンター（あるこっと）⇒お申し込み☎ 015-487-3003

♪初冬のキノコ講座

　〔日時〕11 月 4 日（土）10：00 ～ 12：00　　〔定員〕　15 名（小学生は保護者同伴）

　〔参加費〕無料　　　　　　　　　　　　　　　〔場所〕塘路湖エコミュージアムセンター

♪クリスマスリースを作ろう

　〔日時〕11 月 25 日（土）13：00 ～ 15：00　　〔定員〕　15 名（小学生は保護者同伴）

　〔参加費〕500 円（材料費）　　　　　　　　　〔場所〕塘路湖エコミュージアムセンター


